
(日)

26 -1st- 19
11 -2nd- 21
28 -3rd- 15
31 -4th- 20

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A

4 ＊ 13 0 2 9 1 7 4 4 9 1 3 0 5 1 0

5 ＊ 22 0 7 8 2 9 0 5 ＊ 4 0 2 0 5 2 6

6 0 0 0 0 1 0 3 6 0 0 0 0 0 4 1

7 ＊ 6 0 2 2 4 7 0 7 ＊ 7 1 2 0 5 3 0

8 - - - - - - - 8 0 0 0 0 1 1 0

9 - - - - - - - 9 0 0 0 0 2 1 0

10 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0

11 ＊ 27 6 4 1 0 3 0 11 ＊ 2 0 1 0 3 5 0

12 - - - - - - - 12 ＊ 26 5 4 3 0 2 2

13 - - - - - - - 13 21 4 4 1 3 3 0

14 4 0 2 0 1 0 0 14 4 0 2 0 1 2 0

15 ＊ 24 0 11 2 2 13 1 15 ＊ 2 0 1 0 3 6 1

0 0

96 6 28 22 11 39 8 75 11 19 4 28 30 10

OT1 OT2 OT1 OT2

14:16 18:25 35:46 38:13 － － － 12:38 － 27:21 31:04 － － －

大山　直輝

倉口　勉

開催場所： 飛騨高山ビッグアリーナ

東日本大震災復興支援

第６７回国民体育大会　バスケットボール競技

MATCH No. 30A4

試合区分：

開催期日： 2012年9月30日 主審：

開始時間： 15:45 副審：

少年男子準々決勝

● Team B

96 75

Team A ○

長野 静岡

三ツ井　利也 小松　京太

静岡

選手名 選手名

吉村　大河(C) 望月　孝祐(C)

箱山　伶央 砂川　剣人

TEAM A 長野 TEAM B

吉田　泰隆 鈴木　康平

花井　大悟 石川　知樹

坂本　大悟 雲井　崚平

井上　諒汰 成田　正弘

宮尾　和輝 角野　亮伍

葛西　汰一 松原　寿樹

鶴田　美勇士 馬　一舟

臼井　拓哉 阿部　駿太

森　和哉 大迫　竜也

Coach 入野　貴幸 Coach 近野　修

TOTAL TOTAL

Timeout

（経過時間）

1Q・2Q 3Q・4Q Timeout

（経過時間）

1Q・2Q 3Q・4Q

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファウル　　R：リバウンド　　A：アシスト

　準々決勝、長野対静岡、両チーム共ハーフコートマンツーでスタート。静岡が＃１２の連続３Ｐでリードして始まる。長野も＃１１の３
Ｐ、＃１５タップインシュートで反撃する。その後一進一退となるが、長野＃１１のミドルシュート、＃１５のゴール下が決まり、２６－１９と
長野がリードして第１Ｑ終了。
　第２Ｑ、長野は＃１５ミドルシュート・＃１１の３Ｐでリードを広げる。３３－２１となった所で静岡はタイムアウトを取る。その後、静岡は、
＃４・＃１２のドライブイン、＃１１のゴール下で逆転に成功。長野もタイムアウトを取って立て直すが、静岡が３７－４０とリードして前半
終了。
　第３Ｑ、長野はディフェンスをオールコートマンツーマンプレスと３－２のマッチアップゾーンに変える。これが功を奏し、＃１１の３Ｐ、
＃５のゴール下で逆転する。静岡も５９－５１となった所でタイムアウトを取るが、長野の勢いは止められない。長野が６５－５５とリード
を広げ、第３Ｑ終了。
　第４Ｑ、静岡はディフェンスをオールコートマンツーに変えるが、長野は＃１１・＃１５のミドルシュートで突き放す。長野は最後まで
ディフェンスの手を緩めず、９６－７５で勝利して準決勝進出を決めた。長野は、３Ｑからの多彩なディフェンスが勝利へとつながる試
合となった。

記載責任者 川畑　直由季 （所属） 岐阜県バスケットボール協会
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長野 静岡 
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